
































要約  地域における育児不安に関する評価指標を開発することを目的に、三歳児健康診査

及び 1歳 6か月児健康診査を受診した母親を対象として、育児不安に関するアンケート調

査を行った。量的な指標としての育児不安スコアについては、対象児の同胞の種類、 母

の職業の有無による差は認められたが、母の年齢、対象児の年齢、地域による差は認めら

れなかった。祖父母との同居の有無による差は、 地域によつてその傾向が異なっていた。

質的な評価を目的とした指標については、 ある程度地域による差が認められたが、 その

意義については更に検討が必要と考えられた。育児不安に関する問診は、 集団としての

評価よりもむしろ、従来の健診の問診票ではあまり着目されていなかった育児不安につい

て保健指導の場において話題とするきっかけとしての意義がより重要と考えられた。


